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 (1995)は経済が、全ての経済変数が一定の値になる定常点に収束していくモデルを用いて分析を

 行っている。これらのモデルでは長期の成長率は政策に関係なく0となり、利子率も長期的には政

 府の政策とは無関係に決まってくる。これに対しB&rro(1990),BarroandSala-i-Martilユ(!992)

 は、人的資本を含む広い意味での民商の資本と公共財について収穫一定であるような生産関数を仮

 定し、経済が常に消費と全ての生産要素が一定の率で成長を続ける定常成長状態にあるモデルを用

 いて、政策と成長率の関係や最適政策について分析を行っている。これらのモデルでは長期の利子

 率と成長率は財政政策に依存して決まる。特にBar}o即dSala-i-M&rtin(1992)は、公共財が競
 合的で非排除的な性質を持つ、従って公共財に混雑11が生じると民間資本の生産性が低下する場

 合の最適政策を導いている。これらの公共財を生産要素とするモデルは扱いやすいという利点があ

 .る反面、公共資本の方が、フローである公共財より生産に強くかかわってくるであろうという指摘

 を免れない。実際、上で述べた文献は公共支出によってまかなわれる生産要素として、道路や空港、

 港湾といった施設を想定しているのであるが、これらのモデルはこの想定を十分に反映していると

 はいえない。

 二番目のグループは・公共資本を生産要素とするものである。Futagami,MoritaandShibata

 (1993)はBarro(1990)のモデルを発展させ、公共財を公共資本で置き換えたモデルの分析を行っ

 た。又、混雑現象を扱ったものにはGlomm&ndR&vikumar(!994),Tumovsky(1998)がある。

 しかしGlommandRavikUm&r(1994)1こおいて、全ての資本は一期間で全て減耗してしまうこ

 とが仮定されていて、資本が蓄積されていく過程が記述されていない。そしてTurnovsky(1998)

 で考えられている混雑は、公共資本に対する人口の割合によって測られている。もちろん公共資本

 に対してそれを使用する人が増加すれば非効率性が生じると考えられるが、資本の生産性との関係

 を考えると、混雑を公共資本に対する民間資本の割合で測る方が適当と思われる。例えば空港にお

 ける混雑を考えると、ターミナルビルにおける人の混雑よりも、滑走路における飛行機の混雑の方

 が飛行機の有効的な活用という面からすると重要であろう。本論文2章では、この様な混雑を伴う

 公共資本が分析の対象である。

 そこで得られた結論は以下のようなものである。!.競合的で非排除的な性質を持つ人的資本を

 含む広い意味の公共資本と、同じく人的資本を含む民間の資本を生産要素とし、これらの生産要素

 についてコブ・ダグラス型の生産関数によってあらわされる技術を持つ経済において、政府が一定

 の率の所得税を課すとき、恒常成長点に収束する経路が唯一の競争均衡である。2.初期時点で民

 間資本と公共資本の比が効率的な値を上回っている場合には所得税と一括所得移転を組み合わせ、

 その政策を民間に公表することによって最適な状態を回復できる。又このとき所得税は混雑による

 外部効果を除去するためだけに用いられ、混雑による外部効果が存在しない場合には所得税は課さ

 れないということもわかった。

 最後のグループは開放経済における公共財あるいは公共資本と財政政策の役割を分析したもので

 1)ここでは公共財に対する民間資本の割合によって混雑の度合いを測っている。

 経92

 あ
る
て
て
あ
員
民
は
の
こ
よ

 長
政
3
成
る

 達
す
て
家
る
峙

 て
の
産
る
り
と
府
供
論
い



r

 86彊

 》'ユq畔コ輩挫身肝⑦>多。9喫ユ2途挫9享團コ膣}困⑦:?用葦拙斑薄恥:瞥二神劣雅判罷警。しり醇Q

 )功皐翫挫:1{ク十謬皐享1醜鰍9q:?＼4(り9享鳩笛「黒覇コ匹アqり2曳畔9Qユ募)穿翠導皐1響曇

 i饗9.飼♪県玉筆陛箪⑦拙斑曾ゑ秘コ1慕畢導蔽⑦ユ脇¥匙&9ア⑦コ。身喫呼号鷺9Qユ塊。匹奥暢蝋}

 ⑦t∠2一吾9アコ1蕪畢卑簸'ユQ♀Fコ1具聾⑦製簸φ即製銚景'捌薦。9禦立麗酬9享團コ階臨(o拙

 塊9ゑ秘ユ1蒙畢穿職9享融鴻畢捕¥》q導判ユ顯転》F縁聴判〉9。9シ禦ユ.醗囲障壷草判二～コ9Qマ

 畔尽き〉9身畢駅葦勲記律3別拙聰一ユつ務⊇1擁陣9ア⑦つ。9律9γ身;二～C一塁母蕾峰⑦×委。乙>駈0

 ア:霞継撤蒙謡⑦厚司仰を早帰葦⑦咽4⑦輩紐⑦⊇畢?一算9ア⑦コ。99喫ユ・思>陣6呼号旨9
 律県恥暢班じ丹。陽⊃剛彰功趣印ヂら贈膳⑦厚切千⑦翠射9望L判泌畔コ麗搬⑦胃塊嚢習⑦琢輝

 謡'勲γ睡。9禦法喜絡9享嗣コ宰鎮辱》翠眠翰扉彰し阜降癖卿薄旦0ア々Y⑦印ゆn榔コ1々Y⑦

 誰参拝旧G・一。>專ユ∩夢融蓼修し鵜啄9⑦そ。曇k貸)律9和製畔織罷皐》9ψ9鯉荻畔鍵{ク'ユ

 q簸翻到着狛望薄?斑斑斑擁曳宰募算》φ翰¥影k別コ1(ム661)認Uエ11}1蓄A題pu石皿u101{)コ1鴫

 。9喫∫G∠壷・牙>身ユ喫褻タ腱禦ユ壁書}導9ア9嬉嬉畔馳毒1」

 ⑦謡認9禦'誰皐ユ輕墨判コ1舞彫目畢二～>1種曇幽当国畔中夏幽箸、ユコそ。身Q』≧ひ凛話料;～二～コ曾

 Qユひコ聾法認認⑦解離寧1ψ⊃㌧σ4Qユ留褻母鍵禦コ屠獣壕;～コ9q二～9皐ユ瞭暴コ翻姻母型当

 国畔車姦型筈ユ継去長囲Z⑦婁ε賊ン{。99昏4逓1帰省9嫡妻留曇{チコ9翠ユGしコ9'しり。・憶ンkうユ

 τ瞬鍵黎守ユqしコ醐解馬弩▽一舌仔腿'x。Q阜うユし師礁ゆ・りしコ臨購⑦告(黒㍑禦ユ(り9享

 章章)kφ葦登⑦壁隣τ4ん千曳》ひ禦ユ⑦傑9Q?q鼎Qユし陣ユ1羅財τ4ん一aσ篤翻身ゑ箪製

 革醤箪導駅家晦曳判宙尉4穿9魁認可!江東9。曾嘩畔し鵜蝉茸鼎嬰皇儲皐判:睦旨旱婁(∂コ'つ¢∩

 。曾9β江ユ敬雌鮮麗雌車翠iI⑦:≠台妻母畜一尉鼎9ア⑦目曇9ユq鉢コ叩去ヨゴ留

 真雁身畔拙塊コ屠モ照母鰯廟:告懸⑦酔」草翻話⑦創製鵜沼智鋤←アユ谷・乎∫警コli県OQ耳皐ユ判?12曾ゑ箪

 藩母雪抽導卿牽晦曳号暫9享諺年1母篤斑ユ1目載畔国品'皐ぞ9禦江率募⑦簸紫蘭屈一畔Σヒ駿奪》遣

 。曾皐江畔二～コ9享狛繋柔瑠認普狛導ら厚索膨↓舶果(り一一4}/ユしア勲:?⊇9ゑ¥笹コ1鼎曽母斑壇

 ⑦妾'丹俳号を融母勘簸魁担(o山国z?鞭呈卜一罵。曾禦立鰯屠場騨(∂一男!」畔朗認9導車抽コ導音

 箪輿亘1β皐ぞ享農桑雛翻担⑦灘⑦雲一畔、留魂督1。身喫訟軍9⑦止鷺寧1:畜講痺…ξマ塊9創立寡9

 。9尊墨音母瑠囲⑦コロユ毒8不要宰。99禦ユ鼠壁畔身.⑦擢善法国z黛Qア

 4磁法国申判コ号鷺傷γ鼻畢四獣鼎9ア(り⊃。9望↓壷重罰二～⊇9書蜂掛者ユt～Yコ輝鼻母軍⑦⊃

 '号笛9》無筆曝魏⑦率葛¥》;～斑斑迎顯身`1鉢コ蝦認渕国。99禦ユ寧葛&壷帰陣コ腫翼翼雨⑦

 国恥判」～導溜9采コ糊鞠剴国φ潔軍翻国適。9皐証灘垂二～ゑ捌醤タ愚須⑦Z委.乙コ事古(P国恥判

 用葦(o敬4(o男湯駒離郷¥膨}。9ψ9㌻身;畔二～⊃9>ユひ耳?筆墨&逓重ユし:?コ理事φ事宜(o箸

 国(o窮畔穿ぞ別ユら甲コ臨鰍⑦妾コ9皐。曾嘩ユ鵠但畔;～⊇9ゑ山隠陣営箪1講(り国財>鼻姦41評営

 狛鱗⑦国9Qユ∩丑が畔扉妾判宰葛噺掩奪帯マ9}象柔扇野稗ら臓廻醇ヨβ(∂顯弄》畔9⊃;～。曾望

 上鞘9q:?＼り耳別;～⊇9穿翠出車}畔寧葛判x'揃騒》(o園珊⊇凌ぎ箒⑦園9禦'コ轄kt瞬宙弼ユ

 しアコ》⑦易翼耳澹Qコ国⑦そ別宰蟇口》(k顯¥ζ〃⑦国管禦'判瑠囲留勲畔⊃1輩盈⊂09穿コ。9Qユ

 鴫母斑知羅綱＼r・%ぞ峯盗餌ヲ列噸¥笹踊暗欄位ら碍辮1(8661)卸A・U」t}rX。9

 Qユし身母塁{ク⑦裂認国Z鳩一望呆Z9ゑ二～薬量聖節母率葛¥》罪14皐踏¥》翠1(9661)ge履。曾喫



 共支出を賄うための税金は簡単な所得税か一括税によって徴収される、と仮定されている。しかし、

 現実にはもっと様々な税制があり、実施されている。そして政府の最適な公共支出が、税制にどれ

 くらい依存しているのかは全く明らかになっていない問題である。

 公共財供給、公共投資は政府の主要な役割の一つであるが、一口に公共財、公共資本といっても

 様々な種類のものがある。それらを供給するための資金をどのような手段で国民から集めるべきか、

 どのような方法でどの程度それを供給するのが良いのか、あ多いはそもそも政府が供給する必要が

 あるのか、今後も分析を進める必要がある。、
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 論文審査結果の要醤

御

 本論文の中心をなすのは、「第2章混雑現象を伴う公共資本」および「第3章他国の公共資

 本を生産要素とする経済」の二つの章である。第2章は、通信、道路などのインフラは競合的で非

 排除的な性格をもつため、これらの使用に関しては混雑現象が生じざるをえず.このことが民間資

 本の蓄積に影響を与え、それゆえ経済成長に影響を与えるという点を分析しようとする。この目的

 のため、本章は、競争均衡成長経路をまず確定した上で、(i)混雑現象の存在のためこの成長経路

 は最適ではないこと、(2)適切な所得税と一括税とを組み合わせることによって最適成長経路を実

 現できること、また(3)所得税は混雑現象のもたらす歪みを除去するために用いられるべきこと、

 を明らかにする。また第3章は、ある国での空港、港湾などの公共資本の整備がそれらの施設を利

 用する他国の民間資本の生産性に影響し、従ってそれらの国の経済成長にも影響することを分析し

 ようとする。この目的のため本章は、2国経済の競争均衡成長経路を確定した上で、(1)2国が協

 力して、適切な一括税と2国間所得移転とを組み合わせるなら、パレート効率的な経済成長を実現

 できること、しかし(2う各国が独自に政策を決定するなら、公共資本の外部性のため、効率的な

 成長は実現できないこと、を明らかにする。

 本論文が主題として取上げた問題についてはいくつかの先行研究がある。しかし本論文は、(1)

 競争均衡成長経路と最適成長経路との明示的な区別に基づく厳密な理論展開に成功し、(2)外部性

 の源泉をフローとしての公共財ではなくストックとしての公共資本に求めてその特性を分析し、(3)

 競争均衡の枠組みを維持しながら外部性を内部化し、最適成長を実現するための提案を行っている

 という点で、先行研究には見られなかった優れた成果をあげている。

 よって本論文は'博士(経済学)論文として合格であると判定する。
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